
140̊35̊

40̊

1997/01/01−1998/01/01

GPS連続観測データから推定した東北地方の歪み変化( )

145̊

GEONET F3解

国土地理院資料

140̊ 145̊35̊

40̊

2002/01/01−2003/01/01

140̊ 145̊35̊

40̊

2006/01/01−2007/01/01

140̊ 145̊35̊

40̊

2010/01/01−2011/01/01

CONT.

EXT.
ppm0.1 0.3

CONT.

EXT.
ppm0.1 0.3

CONT.

EXT.
ppm0.1 0.3

CONT.

EXT.
ppm0.1 0.3
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M 5.0≥

A
B

C

D
EF

G

A

C

B

D E

F G
M5+の各地域の地震（対
パネルの上段）の確率的
除群による常時活動地震
（ 対パネルの下段）。
A 日本海東縁部 ，B  十
勝沖，C 北海道東方沖, D 
房総半島沖，E 伊豆半島
伊豆諸島，F 西南日本，G 
日向灘沖の緯度または経
度対時間図．赤線は基準
化した累積関数。C 地域
を除き 何れも最近の常
時活動が低下している．
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台
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